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第
十
六
条

協
定
第
百
二
十
四
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

１

同
条
２
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

２

各
締
約
国
は
、
こ
の
章
の
規
定
に
関
す
る
全
て
の
事
項
に
つ
い
て
両
締
約
国
間
の
連
絡
、
情
報
の
交
換
、
協
力

及
び
協
議
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
連
絡
部
局
を
指
定
す
る
。

２

同
条
２
の
次
に
次
の
３
を
加
え
る
。

３

一
方
の
締
約
国
は
、
議
定
書
の
効
力
発
生
の
日
に
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
２
に
規
定
す
る
自
国
の
連
絡
部

局
を
通
報
す
る
。
一
方
の
締
約
国
は
、
他
方
の
締
約
国
に
対
し
、
自
国
の
連
絡
部
局
の
変
更
を
通
報
す
る
。

第
十
七
条

協
定
第
百
二
十
四
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

第
百
二
十
四
条
の
Ａ

協
力

両
締
約
国
は
、
相
互
に
合
意
す
る
条
件
に
従
い
、
政
府
調
達
市
場
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
機
会
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
府
調
達
の
制
度
に
関
す
る
理
解
を
高
め
る
た
め
に
協
力
す
る
。

第
十
八
条

協
定
第
百
二
十
五
条
２
中
「
前
条
２
に
規
定
す
る
自
国
の
政
府
当
局
に
よ
っ
て
」
を
「
第
百
二
十
四
条
２
に
規
定
す

る
自
国
の
連
絡
部
局
に
よ
っ
て
」
に
改
め
る
。

第
十
九
条

協
定
第
百
五
十
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

第
百
五
十
条

附
属
書
、
付
録
及
び
注
釈

こ
の
協
定
の
附
属
書
及
び
付
録
並
び
に
こ
の
協
定
中
の
注
釈
は
、
こ
の
協
定
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
条

協
定
第
百
五
十
二
条
３
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

３

２
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
が
次
に
掲
げ
る
附
属
書
の
み
に
関
係
す
る
場
合
に
は
、
外
交
上
の
公
文
を
両

締
約
国
政
府
が
交
換
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
改
正
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

⒜

附
属
書
一
（
改
正
が
、
統
一
シ
ス
テ
ム
の
改
正
に
伴
う
改
正
で
あ
っ
て
、
同
附
属
書
の
規
定
に
従
っ
て
一
方

の
締
約
国
に
よ
り
他
方
の
締
約
国
の
原
産
品
に
適
用
さ
れ
る
関
税
率
の
変
更
を
伴
わ
な
い
も
の
に
限
る
。）

⒝

附
属
書
二

⒞

附
属
書
三

附
属
書
Ａ

協
定
の
目
次
の
改
正

目
次

前
文

第
一
章

総
則

第
一
条

目
的

第
二
条

一
般
的
定
義

第
三
条

透
明
性

第
四
条

公
衆
に
よ
る
意
見
提
出
の
手
続

第
五
条

行
政
上
の
措
置
に
関
連
す
る
手
続

第
六
条

審
査
及
び
上
訴

第
七
条

行
政
指
導

第
八
条

腐
敗
行
為
及
び
贈
収
賄
の
防
止
に
関
す
る
措
置

第
九
条

秘
密
の
情
報

第
十
条

租
税

第
十
一
条

一
般
的
例
外
及
び
安
全
保
障
の
た
め
の
例
外

第
十
二
条

他
の
協
定
と
の
関
係

第
十
三
条

実
施
取
極

第
十
四
条

合
同
委
員
会

第
十
五
条

小
委
員
会

第
十
六
条

両
締
約
国
間
の
連
絡

第
二
章

物
品
の
貿
易

第
十
七
条

定
義

第
十
八
条

物
品
の
分
類

第
十
九
条

内
国
民
待
遇

第
二
十
条

関
税
の
撤
廃

第
二
十
一
条

関
税
上
の
評
価

第
二
十
二
条

輸
出
補
助
金

第
二
十
三
条

非
関
税
措
置

第
二
十
四
条

二
国
間
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
措
置

第
二
十
五
条

国
際
収
支
の
擁
護
の
た
め
の
制
限

第
二
十
六
条

物
品
の
貿
易
に
関
す
る
小
委
員
会

第
二
十
七
条

物
品
の
貿
易
の
た
め
の
運
用
上
の
手
続
規
則

第
二
十
一
条

協
定
附
属
書
一
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｂ
及
び
そ
の
付
録
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
二
条

協
定
附
属
書
八
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｃ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
三
条

協
定
附
属
書
九
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｄ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
四
条

協
定
附
属
書
十
を
こ
の
議
定
書
の
附
属
書
Ｅ
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
改
め
る
。

第
二
十
五
条

こ
の
議
定
書
の
附
属
書
及
び
そ
の
付
録
は
、
こ
の
議
定
書
の
不
可
分
の
一
部
を
成
す
。

第
二
十
六
条

１

こ
の
議
定
書
は
、
こ
の
議
定
書
の
効
力
発
生
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
法
上
の
手
続
が
完
了
し

た
旨
を
相
互
に
通
告
す
る
外
交
上
の
公
文
を
両
締
約
国
政
府
が
交
換
す
る
日
の
属
す
る
月
の
後
二
番
目
の
月
の
初
日

に
効
力
を
生
ず
る
。

２

こ
の
議
定
書
は
、
協
定
が
有
効
で
あ
る
限
り
効
力
を
有
す
る
。

以
上
の
証
拠
と
し
て
、
下
名
は
、
各
自
の
政
府
か
ら
正
当
に
委
任
を
受
け
て
こ
の
議
定
書
に
署
名
し
た
。

二
千
二
十
四
年
八
月
八
日
に
東
京
及
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
で
、
英
語
、
日
本
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ
り
本
書
二
通

を
作
成
し
た
。
た
だ
し
、
附
属
書
Ｂ
第
三
編
及
び
附
属
書
Ｃ
第
二
編
に
つ
い
て
は
、
英
語
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
に
よ

り
本
書
二
通
を
作
成
し
た
。
こ
の
議
定
書
は
、
全
て
の
言
語
の
本
文
を
ひ
と
し
く
正
文
と
す
る
。
日
本
語
及
び
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
の
本
文
は
、
こ
の
議
定
書
に
つ
い
て
の
参
考
の
た
め
に
作
成
し
た
。
解
釈
に
相
違
が
あ
る
場
合
に
は
、
英
語

の
本
文
に
よ
る
。

日
本
国
の
た
め
に

上
川

陽
子
外
務
大
臣

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
共
和
国
の
た
め
に

ズ
ル
キ
フ
リ
・
ハ
ッ
サ
ン
商
業
大
臣


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